
ＮＰＯ法人 沖縄ホールアース研究所 平成 20年度（2008 年度）活動報告書 

 

事業名 実施時期 概 要 

那覇市ゼロエミッションモデル事業 

7月 

～  

3 月 

那覇市環境政策課ゼロエミッション推進室による提案公募型事業を受託。グリーンコンシューマ

ーと地産地消を推進するため、地元のスーパーや農家の皆さんと連携し、「スーパーでの環境に

やさしい買い物紹介ツアー」「地産地消の農家訪問ツアー」を実施、現在延べ 100 名弱が参加。 

農商工連携等促進人材創出事業 

7月 

～  

3 月 

経済産業省による補助事業。渡嘉敷村・鹿児島県奄美市・長崎県小値賀町・静岡県伊豆市の 4地

域において、グリーンツーリズムによる地域活性化の担い手を育成する講習会等を実施、併せて

教材となるＤＶＤを作成。 

石垣エコアイランド推進事業 

7月 

～  

2 月 

石垣市商工会が勧める「いしがきブランディングプロジェクト」の一環として、カーボンオフセ

ットによる新エコツアーの組み立て助言や、エコツアー実施に係るプログラムマニュアルの作成

等を実施。 

うるま市エコツーリズム人材育成事業 

8月 

＆ 

2 月 

うるま市地域提案型雇用創造促進事業における観光体験学習事業を担う人材育成事業の一環と

して、全 13回・延べ17日間に渡るカリキュラム作成や講師手配・全体調整等のコーディネート

業務と、全 5回・延べ 9日間に渡る人材育成講習会の講師を担当。 

沖縄県海外技術研修員受入事業 

9月 
～  

11 月 

沖縄県交流推進課が主管する同事業において、ボリビア・ブラジル・フィリピン・中国からの 3

ヵ月間に渡る研修生の受入全般に係る手配・調整業務、生活支援、および本島内フィールドツア

ーの企画運営を担当。 

那覇まつりエコアクション事業 10 月 

那覇まつりＲＢＣ市民フェスティバル会場において、ごみ分別ステーションの設置および指導、

エコグッズの紹介・販売、マイ箸づくり・マイタンブラーづくりワークショップの企画運営を担

当。同イベントに初めてエコの要素を生み出した。 

エコハピ事業 

11 月 

＆ 

12 月 

次世代の環境リーダーの育成を目的に、沖縄県初となる、県内の高校生・大学生によるエコ活動

の発表コンテストを企画運営。さらに、準グランプリに輝いた沖縄尚学および南部農林の生徒 4

名を、東京での全国大学生環境活動コンテストをメインとする視察ツアーに招待。 

おきなわ環境交流集会 12 月 

県内でエコ活動に取り組むこどもエコクラブや小学校、高校生・大学生グループによる活動発表

および今後の活動に向けた、企業との連携ワークショップを実施。情報・意見交換を通じて、活

動のさらなる活性化を目指した。 



ＮＰＯ法人 沖縄ホールアース研究所 平成 21年度（2009 年度）活動計画書 

 

ⅰ）行政との協働によるまちづくりの推進 

・協働の担い手に成り得るＮＰＯの代表格を目指し、当団体が有する広範囲なネットワークを利活用しながら専門性を磨くとともに、発信力・政策提言力を

高めていきたい。具体的には、都市と農山漁村の交流や、農商工連携・エコツーリズムの推進などをキーワードに、2つ以上の協働事業・受託事業を新規開

拓することを目標とする。 

  

ⅱ）企業との協働による持続可能な社会の実現に向けた取り組み 

 ・昨今の経済危機で、企業の環境活動やＣＳＲ活動が停滞することも予想されるが、一方で経済状況が良い時のみの環境活動やＣＳＲ活動ではうわべの見せ

かけと思われてしまうという声も聞こえる。ＮＰＯ側から、実効性や訴求力の高い企画提案を行うことで、こうした時代でも企業が環境活動やＣＳＲ活動

に取り組める素地を開拓し、結果としてＮＰＯ・企業両セクターの成長に寄与していきたい。具体的には、2つ以上の協働事業を新規開拓することを目標と

する。 

 

ⅲ）県内のＮＰＯ団体の指針となる体制づくり 

  ・ⅰ）およびⅱ）の実現により、ＮＰＯが行政や企業と対等なパートナーシップを図れる存在であるという認知度を高め、内外に積極的に発信していく。こ

のことにより、沖縄県内のＮＰＯが指針とするような実績と体制を整え、県内のＮＰＯ活動のさらなる発展・拡大に寄与する。 

 

ⅳ）県内のＮＰＯ団体との協働事業 

  ・那覇市ＮＰＯ活動支援センターや事業を通して、県内のＮＰＯ団体等との新しいつながりが生まれたり、既存のつながりがより深まったりしている。こう

したつながりから新しい芽を生み出せるよう、助成金の活用も検討しながら協働事業の実現を模索していく。 

 

ⅴ）次世代の環境リーダー育成事業 

 ・平成 18年度からスタートしているインカレ型学生環境サークル EARTH☆FROGSへの支援活動、および平成 20年度に生み出したエコハピ事業を、発展・継続

させる。具体的には、内地の学生エコ活動との協働や、ストップ温暖化一村一品大作戦やおきなわ環境交流集会との連携を図り、県内の企業や行政も巻き

込みながら、より多くの高校生・大学生等若い世代によるエコ活動の発表・成長の場を創り出す。 

 

ⅵ）沖縄県の持続可能な観光の実現に向けた事業 

 ・ビジットおきなわ計画に基づいて、沖縄県における今後の観光のあり方が提示されている。自然の利用と保全のバランスが保たれた観光産業のあり方を実

現するべく、エコツーリズムによる地域活性化の視点に立った、持続可能な観光のまちづくり・仕組みづくりを積極的に展開していきたい。 


